
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

       

       

        

（報告・承認） 

・コア会議会員への立候補が 27 団体あり、平成 26

年度のコア会議会員として承認されました。 

  

平成 26 年 7 月 17 日(木)に「公園マネジメント会議 平成 26 年度第１回総

会」が愛・地球博記念公園 地球市民交流センターにて開催され、会員 38 団体

の出席と委任状の合計が過半数を超えたため、総会が成立しました。 

新規会員(２団体)の承認が行われ、事務局より今年度のコア会議会員の選出に

ついて説明がありました。その後、昨年度の評価結果の報告があり、基本的な

管理事項として、今年度の計画、公園利用促進計画、公園の整備工事の予定な

どが報告されました。会議の後半では、「全国都市緑化あいちフェア」に出展す

るかを議論し、ディレクターを中心として公園マネジメント会議全会員で参加

することが承認されました。会員情報のコーナーでは、今回から輪番で会員の

方に司会を行っていただきました。会議後には森の音楽会(分科会)が中心となっ

て「恋するフォーチュンクッキー」モリコロ版のワンシーンを撮影しました。 

愛知県建設部公園緑地課(協働グループ) 担当：山口 

〒460-8501 名古屋市中区三の丸三丁目 1 番 2 号 

TEL：052-954-6491 FAX：052-953-5329 

公益財団法人愛知県都市整備協会愛･地球博記念公園管理事務所 担当:落合

〒480-1342 長久手市茨ヶ廻間乙 1533-1 

TEL：0561-64-1130 FAX：0561-61-2150 

 

（報告・承認） 

・新規会員として 2 団体が承認されました。 

〔レゲエピクニック実行委員会、(株)ヴィヴィ〕 

 ※愛知工業大学の 3 人の先生が一緒の組織へ移行 

（報告・承認） 

a）公園マネジメント会議の年度計画について 

・公園マネジメント会議の平成 26 年度計画が事務局より報告されました。 

 【長期目標】 会員主導の運営を目指す 

 【今年度目標】・緑化フェアにおける取組内容を決定する 

        ・公園マネジメント会議の歩む道を探る 

b）年間の公園利用促進計画等について 

・指定管理者である(公財)愛知県都市整備協会、(公財)愛知公園協会より、 

それぞれ平成 26 年度の事業計画が報告されました。 

c)今後の公園整備予定について 

・愛知県公園緑地課より今後の公園整備予定について説明がありました。 

（報告・承認） 

a）全国都市緑化あいちフェア運営等実施計画骨子案について 

・全国都市緑化フェア推進室より骨子案について説明がありました。 

b）緑化フェアにおける取り組みについて 

・これまでの取り組みのまとめについて事務局より報告がありました。 

・多目的スタジオでの 58 日間の展示を行うかについて議論し、全員参加で関わることが承認されました。 

・ディレクター（緑化フェアへの取組みのまとめ役）について説明があり、募集することが承認されました。

・ディレクターの応募は、応募用紙（後日メールでも配信）を事務局宛にご提出お願いします。（事務局） 

・恒例の『他公園の視察調査』について、９月頃に「リトルワールド」に行く方向で検討を進めていきます。 

 後日、事務局より候補日や交通手段などについてメールで連絡します。ご参加お待ちしています。（事務局） 

・モリコロパークの「LINE」アカウントを作成したので、よろしければご登録お願いします。（(財)都市整備協会）

（報告・承認） 

・評価委員会による昨年度の活動の評価結果及び今年度の目標値等について事務局より報告され承認されました。

（目標についての補足説明） 

・公園マネジメント会議は５年目を迎え、会員数はかなり増えてきたが、行政と指定管理者による事務

局主導で運営されている。長期目標である「会員主導の運営を目指す」ための一方策として、企画ミ

ーティングに輪番で各会員さんに参加していただき、さらに、「知ってましたか？○○」と「分科会

活性化プロジェクト」は、司会から発表まで会員の方々で実施していただくこととしました。また、

会員へのヒアリングで会議の改善のための情報を収集し、今後の在り方を検討していく予定です。 

（質疑・意見交換） 

【多目的スタジオでの 58 日間の出典参加の是非について】 

・参加するには覚悟が必要である。県からの補助がない場合でも、1 団体 5 万円ずつ協賛金を集めるなり何なりし

てでも「実現する！」という強い意志がないといけない。 

・58 日間の何日間は関わりたいが、多目的スタジオをお借りしても私たちの団体だけではやりぬけない。 

・「緑化フェア」なので、部屋そのものを草花で飾るような提案をしたらどうか。 

・58 日間、責任をもって人を出せるかとなると、団体としては覚悟が必要である。計算上は 90 近い団体がある

から単純に 1 日出れば良いが、運営方法が決まっていない現段階では、団体として人を出すことに不安がある。

・「10 のアクション」を全部やるのかどうか。やる方法や進め方をディレクターが決めていくのかどうか。先がま

だ見えない部分があり、不安がある。 

→現段階での事務局案は、もし会員の参加が手薄な日でも、対応出来るような展示等を想定している。 

→「10 のアクション」は昨年度の議論のまとめだが、あくまでも、まだ会場も期間もわからない段階でのもので

あるため、現時点とは条件が違う。これからは多目的スタジオで 58 日間やることを条件として、絞り込んでい

く必要がある。それをディレクターに一定の権限を持ってもらって進めて欲しいというのが事務局案である。 

・会員の皆さんに「やるぞ！」と言ってもらわないと、いくらディレクターに権限をもたせてもダメである。だか

ら、今日のこの場が非常に大切だと思う。活動団体もたくさんあるのだから、皆で意見を出し合い、会期中の 4

つのテーマに当てはめていけば絶対できると思う。 

・この場では、公園マネジメント会議として何かやろう！と問いかけられているが、やるか、やらないかの二者択

一しかないのか？本当にやりたい方がいる反面、不安な方もいる。やりたい人でやるという選択肢もあるのか？

→事務局案として、それは避けたい。万博から 10 年という節目であるし、その万博があったから公園マネジメン

ト会議が設置されて、この場がある。そういう意味では、マネジメント会議のひとつの表現として、「都市緑化

フェア」に向けて一丸となってやりたい！というのが事務局の思いである。 

・これまで一つにまとまってこれなかった部分があり、この「都市緑化フェア」という全国に発信できる機会を、

みんなの力をまとめる一つの段階にしたい。何らか皆さんに関わって頂くという前向きな気持ちで進めたい。 

・今回は会員の「(株)流行発信」さんの司会で以下の団体に活動紹介 

 をしていただきました。 

１）知ってましたか？○○ 

「ＮＰＯ法人もりの学舎自然学校」、「ＮＰＯ法人福祉工房あいち」 

２）分科会活性化プロジェクト 

『森の音楽会』：「ＮＰＯ法人長久手エンジン」 「恋チュン」モリコロ

版を皆で踊りました♪

新規会員の方


